
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中軸の先方に先軸を着脱可能に固定し、中軸の側面に複数箇所で穿設した長手スリット
部の夫々に軸方向に案内されるスライダーの前方に、少なくとも一本をシャープペンシル
筆記体とした複数の筆記体を

前記スライダーと中軸先方との間にリターンスプリングを
付勢して夫々前後動可能に設け、又、前記中軸の後端側面に設けた窓部に内筒の前方側面
に設けた突条の係止部を相互の弾性変形によって係止させて、中軸に対して内筒が適宜軸
推移のみ可能に設けられ、前記スライダーの一つが前方に摺動された時に内筒の前端に対
向する２箇所で門形状に延設された

筆記体の先端が先軸先端から突出状態に固定されると共に内筒の前進で連
動可能となされ、各スライダーを交互に前進させて各筆記体の先端を先軸先端口より選択
的に出没可能とし、シャープペンシルの選択時には中軸に対して内筒を軸推移して芯の繰
り出しを可能とし、又、前記内筒の後端に消しゴム繰り出し装置が一体的に配設されてな
ることを特徴とする複式筆記具。
【請求項２】
　前記内筒の後方には後軸が一体的に設けられ、後軸の側面にスリットが形成されて、該
スリットの両側には突起と溝が交互に設けられて、後方に消しゴムを止着した消しゴムホ
ルダーがその外周に設けた係合突起を前記スリットの溝に係脱可能に嵌入させて取付けら
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取り付けると共に、シャープペンシル筆記体を取り付けたス
ライダーは、その軸心部にシャープペンシル筆記体と連結した芯パイプの後端部を嵌着す
る孔部が形成されて成り、又、

係止バーの前端に設けられた切欠にスライダーの後端
部が係止されて



れ、後軸に対する消しゴムホルダーの操作釦を前後動して、前記係合突起を後軸に設けた
スリットの溝に係合させることで消しゴムを後軸の後端から出没可能としたことを特徴と
する上記請求項１記載の複式筆記具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業 の利用分野】
　本発明は、複数の筆記体の先端を先軸先端口に於いて交互に出没自在とし、且つ、後軸
後端から消しゴムを出没自在とした複式筆記具の提供に関する。
【０００２】
【従来の技術】
複式筆記具の従来例１として、同出願人による実開昭６４ー３４９１号公報に見られるよ
うに、２本の筆記体を案内する摺動溝を有して先軸に対し固着されるガイド筒と、当該ガ
イド筒に嵌装される二本の筆記体に取付けられた摺動コマに接するカム斜面を前端部に有
すると共に、後端はノック部となしてキャップ（後軸）に対し軸方向に移動自在に、且つ
円周方向の回転は一体となるよう装着された円筒カムを備え、先軸に対するキャップの回
転操作により二本の筆記体を先軸先端口に於いて選択的に出没可能とした複式筆記具が存
在する。
【０００３】
又、従来例２として、同出願人による実開昭６０ー１２０８８９号公報に見られるように
キャップ（軸筒）後端から突出した天冠を回転させて消しゴムを出没させるようにした複
式筆記具が存在する。
【０００４】
又、従来例３として、軸筒側面の長手スリット部から突出したスライダーを前進して、筆
記体の先端を軸先口から突出状態に係止させ、他方のスライダーを前進した時に、先のス
ライダーの係止状態を解除すると共に突出状態の筆記体を没入し、入れ代わりに他方側の
筆記体の先端を突出する複式筆記具は広く知られている。
【０００５】
又、従来例４として、軸筒側面に複数箇所の細巾の長手スリット部を設け、軸筒内面に筒
体が軸筒に対し回転方向にのみ自在に嵌装され、筒体の側面には軸方向に直進する細巾の
スリットと、該スリット前端の先方に適宜斜面を設けてスリット前端の片側に係止段部が
形成されるよう巾広の窓部が穿設され、又、スリット後端の後方に適宜斜面を設けて前記
と同方向の巾広の窓部が穿設されて成るスリット部が前記軸筒の長手スリット部と同様に
複数箇所に設けられ、一方、両スリット部を貫通して軸筒側面から貫出したスライド突部
と筆記体を連動するように接合して、１箇所のスライド突部を前進した時スライド突部が
前記筒体の前方の斜面に当接して筒体を片側に回動してスライド突部が前記筒体の係止段
部に係合して筆記体の先端部が突出状態に係止され、他のスライド突部を前進した時に筒
体後方の斜面に当接して筒体を前記と反対側に回動して、先のスライド突部の係止が除さ
れてその筆記体の先端部が後退し、代わりに後のスライド突部が更に前進して、前記と同
様に係止段部に係止され、その筆記体の先端部が突出状態と成る複式筆記具が広く知られ
ている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来例２は、多くの部位に金属部品が使用され、構造も複雑で、部品点数も多くなり
コスト高となる問題点がある。又、キャップの後端から突出した天冠が短い為に、指で摘
みにくく、消しゴムの出没操作がしずらいという問題点が存在する。
本発明の目的は、前記問題点の解決を計ると共に、上記、従来例３及び４に示される筆記
体の出没機構を用いることで筆記具全体の構造を更に単純化して、且つ、消しゴム繰り出
し操作を容易化せんとするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
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上



中軸の先方に先軸を着脱可能に固定し、中軸の側面に複数箇所で穿設した長手スリット部
の夫々に軸方向に案内されるスライダーの前方に、少なくとも一本をシャープペンシル筆
記体とした複数の筆記体を取り付けて、前記スライダーと中軸先方との間にリターンスプ
リングを付勢して夫々前後動可能に設け、又、前記中軸の後端に適宜軸推移のみ可能に内
筒が抜け止め係止されて、前記スライダーの一つが前方に摺動された時に内筒の前端に延
設した係止バーの先端がスライダーの後端に係止されて筆記体の先端が先軸先端から突出
状態に固定されると共に内筒の前進で連動可能となされ、又、前記内筒の後方には後軸が
一体的に設けられ、後軸の側面にスリットが形成されて、該スリットの両側には突起と溝
が交互に設けられて、後方に消しゴムを止着した消しゴムホルダーがその外周に設けた係
合突起が前記スリットの溝に係脱可能に嵌入させて取付けられ、後軸に対して消しゴムホ
ルダーを前後動させて消しゴムを後軸の後端から出没可能とする。
【０００８】
【実施例】
　図１乃至図４は本発明の実施例を示している。当該複式筆記具は、中軸１、先軸３、一
対のスライダー９ａ，９ｂ、シャープペンシル筆記体１４、ボールペン等筆記体１５、内
筒２１と一体の後軸４、消しゴムホルダー２８、消しゴム３３等を主な構成要素とする。
先ず、中軸１は樹脂製で、図１に示すように、後方の軸側面の対向する位置に２箇所で軸
方向に長手スリット部１ａ，１ｂが穿設されている。
　又、長手スリット部の同軸線上の後方に窓部１ｃ，１ｄが穿設されている。
　又、中軸１の先端側内孔２には樹脂製の継ぎ手５が固着される。継ぎ手５の略中央の内
孔部には仕切り部８を備えて、仕切り部には筆記体の後方部を挿通する孔８ａ，８ｂが設
けられ、中軸１前端の前方に延びる筒部８ｃの外周部位には膨出状の係合部７が形成され
ている。（実開昭６４ー３４９１号公報のガイド筒の筒部の構成と同じ）
【０００９】
先軸３は、前方が先細状で、内孔部先端には内段部２０を有して先端口が設けられている
。又、後端孔には、上記継ぎ手５の筒部８ｃに設けた係合部７と迎合して継ぎ手５に対し
先軸３が着脱可能に固定される係止溝６が設けられている。（実開昭６４ー３４９１号公
報の先軸の構成と同じ）
尚、継ぎ手５と先軸３の固定方法は前記実施例に限らず相互間に螺子部を設けて接合する
ことも可能である。又、継ぎ手５も中軸１の先方に一体に形成することも可能である。
【００１０】
　スライダー９ａは、上記中軸１の長手スリット部１ａに貫出する突出部９ａ｀を有した
軸体で、前記突出部９ａ｀に対向する反対側の軸側面に膨出状の第１の突部１０ａが形成
され、後端面の第１の突部１０ａ寄りにＶ字状の切欠 が形成されて、更にその軸線
上の前方に第２の突部１１ａが形成されている。又、軸心部には後述する芯パイプ１６の
後端部を嵌着する孔部１３ａが形成されている。又、スライダー９ｂは、前記スライダー
９ａと同様に形成されるが、前記孔部１３ａの代わりに軸心の前端にボールペン等筆記体
１５の後端孔に嵌着する突状の係止部１３ｂが形成されている。尚、係止部はパイプ状に
成して、又はパイプを固着してボールペン等筆記体１５の後端を嵌着するように設けるこ
とも可能である。
【００１１】
又、内筒２１の後端には後軸４が一体に形成されている。即ち、内筒２１後端に設けた鍔
部４ｂが後軸４の内孔４ａの内壁に接合している。
後軸４後方の側面にはスリット２３が穿設され、スリット２３の両側には突起２６と溝２
７が交互に設けられている。又、その内孔には後端に消しゴム３３を止着した消しゴムホ
ルダー２８がその外周に設けた係合突起３０を前記スリット２３の溝２７に係脱可能に嵌
入させて取付けられている。係合突起３０は消しゴムホルダー２８の側面に設けた弾性片
３０ａの先端に形成され、摺動と共に溝２７に弾性変位しながら係合して消しゴム３３の
突出状態を保持する。又、係合突起３０の中央をやや突出させて操作釦２９と成し、操作
釦２９を押圧前後動させて係合突起３０と溝２７との係合を解除させながら消しゴムホル
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１２ａ



ダー２８を移動可能とする。又、前記後軸４の後端には天冠２５が固着される。
【００１２】
又、上記内筒２１の筒部２２の側面に突条の係止部２２ａが形成されている。又、前記筒
部２２の前端に対向する２箇所で門形状に延設された係止バー２４が形成され、該係止バ
ー２４の前端には切欠２４ａが設けられている。
【００１３】
シャープペンシル筆記体１４は、一般的なチャック機構を内蔵し、後端にチャック機構と
連結した継ぎ手１４ａを介して芯パイプ１６に接合し、芯パイプ１６の後端が上記スライ
ダー９ａの孔部１３ａに嵌着されている。
芯の繰り出しは、シャープペンシル筆記体１４の口金１８の段部１９が先軸３の内段部２
０に当接した状態で、スライダー９ａの軸推移によりチャックを連動させて行われる。
【００１４】
シャープペンシル筆記体１４、ボールペン等筆記体１５は、後端に夫々のスライダー９ａ
，９ｂを接続させて上記中軸１に嵌挿され、上述した継ぎ手５の仕切り部８に設けた孔８
ａ，８ｂを貫通して、中軸１の長手スリット部１ａ，１ｂにスライダー９ａ，９ｂの突出
部９ａ｀，９ｂ｀が貫出するよう組み込まれる。
又、スライダー９ａ，９ｂの前端と継ぎ手５の仕切り部８との間に介装されたリターンス
プリング１７ａ，１７ｂにより後方へ附勢される。
【００１５】
一方、上述した後軸４の後端から消しゴムホルダー２８を嵌挿して、消しゴムホルダー２
８の係合突起３０をスリット２３の溝２７に係合させて、操作釦２９をスリットから貫出
させる。又、後軸後端の軸部４ｄに天冠２５が固着され、天冠２５の開口部から消しゴム
３３が挿入されて、消しゴム３３の端部が前記消しゴムホルダー２８に止着される。以上
により、後軸４に対して操作釦２９を前後動させると消しゴム３３が開口部から出没する
。尚、天冠２５の開口部の内径は消しゴム３３の外径より僅かに大きく設けられている。
【００１６】
次に、内筒２１の筒部２２が上記中軸１の後端孔に嵌挿されて、内筒２１に設けた一対の
係止部２２ａが中軸１の窓部１ｃ，１ｄに相互の弾性変形によって嵌入・抜け止め係止さ
れる。尚、内筒２１は中軸に対し回転不可で、適宜範囲で前進可能である。その範囲は上
記後軸の鍔部４ｂが中軸１の後端に当接する間隔で設定されている。
又、図２、図３に示すように、スライダー９ａ，９ｂの第１の突部１０ａ，１０ｂが対向
する直角方向の間隙に内筒２１の筒部２２の前端から門形に延設された係止バー２４が嵌
装されており、該係止バー２４の先端には切欠２４ａが設けられている。
【００１７】
　図２の状態からスライダー９ａを前進させると、スライダー９ａ 係止バー２
４の切欠２４ａが係合する。（図１参照）又、その状態から上記内筒２１を前進すると連
動してスライダー９ａが前進する。次に、図１の状態から他方のスライダー９ｂを前進さ
せると、第２の突部１１ｂがスライダー９ａの第１の突部１０ａに当接して前記切欠の係
合を解除すると共に、スライダー９ａがリターンスプリング１７ａの付勢力で後退し、代
わりにスライダー９ｂの が係止バー２４の切欠２４ａに係合する。
【００１８】
　ところで、上述したものは２種の筆記体を出没可能とするものであるが、それ以上の複
数化も可能である。図４は３種の筆記体を出没可能とする場合を示している。中軸４３に
対し１２０度の分割位置にスライダー４１ａ，４１ｂ，４１ｃが前後動可能に配設され、
スライダーとスライダーの間隙には上述したと同じく係止バー４０が嵌装され、各スライ
ダー４１ａ，４１ｂ，４１ｃ

【００１９】
又、上述した消しゴム繰り出し装置は実施例に限らず、螺旋螺子を用いて回転操作によっ
て消しゴムホルダーを前後動する方法や、チャックを用いてノック操作によって消しゴム
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の後端部に

後端部

には係止バー４０の先端に設けられたＶ字状の切欠（図示せ
ず）が係合する後端部が設けられている。



を繰り出す方法も考えられる。
【００２０】
【作用】
　スライダー９ａを前進させると、図１に示すように係止バー２４の切欠２４ａがスライ
ダー９ａの に係合し、シャープペンシル筆記体１４の筆記先端部が先軸３の先端口
から突出する。この状態で、中軸１に対し後軸４を軸推移すると前記係止バー２４により
スライダー９ａが連動して、口金１８の段部１９が先軸３の内段部２０に当接した状態か
ら継手１４ａと共にチャックが軸推移して芯が繰り出される。
　又、他方のスライダー９ｂを前進すると、スライダー９ａと係止バー２４の係合が解除
されて、シャープペンシル筆記体１４の筆記先端部が後退して先軸内に没入されると共に
、代わりにスライダー９ｂが係止バー２４に係合すると共にボールペン等筆記体１５の筆
記先端部が先軸３の先端口から突出する。
【００２１】
次に、後軸４に対して操作釦２９を後方に移動すると、消しゴムホルダー２８の係合突起
３０が、後軸４のスリット２３沿って溝２７に対し係脱しながら移動するので、徐々に消
しゴムホルダー２８が後退して、消しゴム３３が天冠２５の開口部から繰り出される。
又、操作釦２９を前方に移動させると消しゴムホルダー２８が前進し、それと共に消しゴ
ム３３が天冠２５の開口部から没入する。
【００２２】
【発明の効果】
本発明は以上のように、主要部品を樹脂成形品と成して、部品の一体化、構造の単純化が
可能となって従来例に対し安価に提供可能となる。
又、スライダーの前進操作で筆記体の選択ができ使い勝手が極めて良い。
又、後軸に対する操作釦の前後動によって消しゴムの出没ができるので使い勝手が更に良
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す全体の縦断面図で、シャープペンシル筆記体の筆記先端部
を先軸先端口から突出させた状態を示している。
【図２】実施例に於いて、筆記体の収納状態に於ける縦断面図を示している。
【図３】図２に於けるＡ－Ａ矢視断面図である。
【図４】筆記体を３種とした場合の、図３に相当する断面図である。
【符号の説明】
１　中軸
１ａ　長手スリット部
１ｂ　長手スリット部
１ｃ　窓部
１ｄ　窓部
２　内孔
３　先軸
４　後軸
４ａ　内孔
４ｂ　鍔部
４ｃ　窓
４ｄ　軸部
４ｅ　突部
５　継ぎ手
６　係止溝
７　係合部
８　仕切り部
８ａ　孔
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８ｂ　孔
９ａ　スライダー
９ｂ　スライダー
９ａ｀　突出部
９ｂ｀　突出部
１０ａ　第１の突部
１０ｂ　第１の突部
１１ａ　第２の突部
１１ｂ　第２の突部
１２ａ　切欠
１２ｂ　切欠
１３ａ　孔部
１３ｂ　係止部
１４　シャープペンシル筆記体
１４ａ　継ぎ手
１５　ボールペン等筆記体
１６　芯パイプ
１７ａ　リターンスプリング
１７ｂ　リターンスプリング
１８　口金
１９　段部
２０　内段部
２１　内筒
２２　筒部
２２ａ　係止部
２３　スリット
２４　係止バー
２４ａ　切欠
２５　天冠
２５ａ　係止溝
２６　突起
２７　溝
２８　消しゴムホルダー
２９　操作釦
３０　係合突起
３０ａ　弾性片
３１　係合片
３２　係止突部
３３　消しゴム
４０　係止バー
４１ａ　スライダー
４１ｂ　スライダー
４１ｃ　スライダー
４２ａ　切欠
４２ｂ　切欠
４２ｃ　切欠
４３　中軸
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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